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１．概要（Summary） 

 マイクロ燃焼で火炎を安定に保つための壁面の化

学的効果の研究をしている．本研究では，異なる材質

の薄膜を表面に持つ石英基板を用い，壁表面の温度を

精密に保つことで，壁表面の材質が火炎中の OH ラジ

カル分布に与える影響を，レーザー誘起蛍光法により

定量計測した．その結果，金属表面は，化学的消炎効

果が極めて大きいことが明らかになった． 

 

２．実験（Experimental） 

武田先端知クリーンルームの研究室所有 DC/RF ス

パッタ装置および公開装置の表面研磨装置を用いて

異なる材質の薄膜を石英基板上に成膜した． 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

上記装置で製作した異なる材質の薄膜を表面に持

つ石英基板（Fig.1a）を用い，壁表面の温度を精密に

保つことで，壁表面の材質が火炎中のラジカル分布に

与える影響を，レーザー誘起蛍光法により定量的に測

定した．Fig.1b に石英，Inconel，SUS321 表面上で

の OH ラジカル分布を示す．石英と比較し，Inconel，

SUS321 表面近くでは，ラジカル濃度が低下している

様子が分かる．異なる初期吸着係数を仮定した数値結

果と比較すると，石英，Inconel/SUS321 について，

それぞれ，0.01，1 程度に相当することが判り，金属

表面では極めて大きな化学的消炎効果が存在するこ

とが明らかになった． 

 

４．その他・特記事項（Others） 

 なし 

 

(b) 

 

Fig. 1. a) Quartz plates with thin film coating, b) 

Wall-normal distributions of  intensity near the wall at 

Tw = 1273 K in comparison with different sticking 

coefficients. 
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